
神
奈
川
県
の
平
成
二
十
六
年
度
の
当

初
予
算
は
、「
緊
急
財
政
対
策
」
の
成
果

を
活
か
し
、「
財
政
健
全
化
」
と
、
経
済

の
エ
ン
ジ
ン
を
回
す
「
成
長
戦
略
」
を

両
立
さ
せ
な
が
ら
、「
い
の
ち
」
を
守

り
、
次
世
代
を
育
む
政
策
を
加
速
し
て

い
く
も
の
と
し
て
編
成
し
、「
か
な
が
わ

の
未
来
を
創
造
」
し
て
い
こ
う
と
い
う

思
い
を
込
め
て
「
か
な
が
わ
未
来
創
造

予
算
」
と
名
付
け
ま
し
た
。

そ
の
よ
う
な
中
で
畜
産
関
係
の
当
初

予
算
に
つ
い
て
は
、
飼
料
価
格
の
高
止

ま
り
や
畜
産
物
価
格
の
低
迷
等
に
よ
る

厳
し
い
畜
産
経
営
を
支
援
す
る
た
め
、

畜
産
物
の
「
出
口
戦
略
」
と
し
て
畜
産

物
販
売
促
進
事
業
を
新
た
に
立
ち
上
げ

た
ほ
か
、
安
全
・
安
心
な
畜
産
物
の
た

め
、
家
畜
伝
染
病
の
万
一
の
発
生
に
備

え
、
危
機
管
理
対
策
を
強
化
し
て
取
り

組
み
ま
す
。

予
算
規
模
は
四
億
三
、三
九
九
万
円

で
あ
り
、
以
下
に
施
策
分
野
ご
と
に
整

理
し
た
主
な
事
業
等
を
紹
介
し
ま
す
。

一　

畜
産
技
術
振
興
関
係

�

一
一
、四
三
三
円

畜
産
経
営
の
健
全
な
発
展
を
推
進
す

る
た
め
、
生
産
・
経
営
技
術
指
導
を
行

う
ほ
か
、
家
畜
商
法
、
家
畜
取
引
法
に

基
づ
く
講
習
会
の
開
催
等
及
び
畜
産
業

振
興
事
業
等
の
受
託
事
業
な
ど
を
行
い

ま
す
。

二　

畜
産
飼
料
対
策
関
係

�

二
、八
四
六
千
円

飼
料
製
造
業
者
等
へ
の
指
導
・
調
査

等
を
行
う
ほ
か
、
自
給
飼
料
増
産
の
総

合
的
な
調
査
、
分
析
、
指
導
等
を
実
施

す
る
と
と
も
に
、
配
合
飼
料
価
格
安
定

対
策
事
業
に
対
し
て
助
成
し
ま
す
。

三　

生
乳
流
通
改
善
調
整
事
業
関
係

�

四
、七
五
二
千
円

良
質
な
生
乳
の
生
産
振
興
の
推
進
等

に
対
し
て
助
成
す
る
と
と
も
に
、
加
工

原
料
乳
生
産
者
補
給
金
制
度
の
適
正
な

運
営
を
図
り
ま
す
。

四　

食
肉
鶏
卵
流
通
改
善
事
業
関
係

�

一
五
八
、〇
六
七
千
円

県
民
に
新
鮮
で
安
全
な
食
肉
を
安
定
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発 行 人
志　村　善　一

的
に
供
給
す
る
神
奈
川
食
肉
セ
ン
タ
ー

の
整
備
に
要
す
る
借
入
資
金
の
償
還
を

支
援
し
ま
す
。
ま
た
、
養
鶏
経
営
安
定

の
た
め
鶏
卵
の
価
格
安
定
制
度
を
支
援

し
ま
す
。

五　

酪
農
肉
用
牛
対
策
関
係

�

二
、一
五
四
千
円

酪
農
家
と
肉
牛
農
家
の
連
携
に
よ
る

「
か
な
が
わ
産
牛
肉
」の
地
産
地
消
を
推

進
す
る
た
め
、
和
牛
受
精
卵
移
植
事
業

に
対
し
て
助
成
し
ま
す
。

六　

畜
産
経
営
環
境
整
備
事
業
関
係

�

三
、六
六
〇
千
円

畜
産
経
営
に
伴
い
生
じ
る
家
畜
排
せ

つ
物
に
つ
い
て
、
環
境
保
全
の
指
導
、

リ
サ
イ
ク
ル
資
源
と
し
て
の
有
効
活
用

を
行
う
技
術
研
究
及
び
畜
産
環
境
機
械

等
の
リ
ー
ス
事
業
に
対
し
て
助
成
す
る

と
と
も
に
、
発
生
す
る
悪
臭
に
つ
い
て

「
簡
易
官
能
検
査
手
法
」
を
確
立
し
、そ

の
手
法
を
活
用
し
た
悪
臭
対
策
マ
ニ
ュ

ア
ル
の
作
成
を
行
い
ま
す
。

七　

大
野
山
乳
牛
育
成
牧
場
関
係

�

四
三
、三
二
〇
千
円

酪
農
家
か
ら
預
託
さ
れ
た
乳
用
子
牛

の
育
成
、
草
地
や
飼
養
施
設
等
の
維
持

管
理
、
及
び
台
風
に
よ
り
被
災
し
た
牧

場
の
復
旧
工
事
を
行
う
ほ
か
、
交
流
施

設
「
ま
き
ば
館
」
を
利
用
し
た
県
民
と

の
交
流
活
動
を
実
施
し
ま
す
。

八　

家
畜
改
良
事
業
関
係

�

四
、〇
〇
八
千
円

畜
産
技
術
セ
ン
タ
ー
で
生
産
し
た
優

良
系
統
豚
の
安
定
供
給
を
図
る
と
と
も

に
、
種
畜
検
査
や
家
畜
人
工
授
精
師
免

許
交
付
事
務
を
行
い
ま
す
。

九　

養
豚
対
策
関
係

�

一
四
、八
七
八
千
円

畜
産
技
術
セ
ン
タ
ー
で
造
成
し
た
優

れ
た
能
力
を
持
つ
系
統
豚
を
活
用
し
て

養
豚
経
営
の
体
質
強
化
等
を
推
進
す
る

と
と
も
に
、
養
豚
経
営
安
定
対
策
事
業

基
金
の
生
産
者
負
担
金
に
対
し
て
助
成

し
ま
す
。

十　

Ｂ
Ｓ
Ｅ
特
別
対
策
事
業

瀬
戸
内
海
の
船
旅
を
楽
し
ま
せ
て
も

ら
い
、
船
員
さ
ん
た
ち
の
素
晴
ら
し
い

操
船
技
術
を
目
の
当
た
り
に
し
て
、
韓

国
の
客
船
・
セ
ウ
ォ
ル
号
が
四
月
十
六

日
に
沈
没
し
た
事
を
想
い
ま
し
た
。
乗

客
四
七
七
人
中
、
死
者
・
行
方
不
明
者

三
〇
〇
人
を
超
え
る
大
惨
事
で
す
。
潮

流
の
激
し
い
海
域
を
航
行
中
に
三
等
航

海
士
に
操
舵
を
任
せ
て
、
船
は
右
に
急

旋
回
、
船
体
は
大
き
く
左
に
傾
き
、
荷

崩
れ
を
お
こ
し
て
復
元
で
き
ず
、
沈
没

し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
船
長
は
じ
め
乗

員
二
九
人
中
の
船
舶
職
一
五
人
は
全
員

救
助
さ
れ
ま
し
た
が
、
誰
か
を
救
助
し

た
と
の
証
言
は
な
く
、
自
分
た
ち
だ
け

が
操
縦
室
に
集
合
し
て
脱
出
し
た
、
と

の
こ
と
。
船
乗
り
、
特
に
船
長
と
は
誇

り
あ
る
高
名
な
職
業
だ
っ
た
筈
な
の
に
。

一
五
世
紀
か
ら
一
八
世
紀
の
大
航
海
時

代
・
バ
ハ
マ
諸
島
等
を
発
見
し
た
コ
ロ

誇
り
を
持
た
ず
、
倫
理
な
し

�

職
業
意
識
は
何
処
へ
や
ら

ン
ブ
ス
に
始
ま
り
、
マ
ゼ
ラ
ン
海
峡
に

挑
ん
だ
マ
ゼ
ラ
ン
、
そ
し
て
ク
ッ
ク
諸

島
や
ハ
ワ
イ
を
発
見
し
た
キ
ャ
プ
テ

ン
・
ク
ッ
ク
の
時
代
か
ら
二
〇
世
紀
に

至
る
ま
で
、
船
長
と
は
船
と
運
命
を
共

に
し
、
難
破
船
に
も
最
後
ま
で
残
っ
て

船
と
共
に
沈
み
行
く
の
が
信
条
だ
っ
た

の
で
は
。
一
方
、
客
室
担
当
の
女
性
職

員
は
自
分
が
運
よ
く
救
助
さ
れ
る
位
置

に
居
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
一
人
で
も

多
く
を
助
け
よ
う
と
船
底
に
下
り
、
帰

ら
ぬ
人
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
遺
族
の

方
々
は
「
お
客
様
の
命
を
守
ろ
う
と
職

務
を
全
う
し
た
こ
と
を
誇
り
に
思
い
ま

す
」と
涙
を
こ
ら
え
て
話
し
ま
し
た
。
三

年
前
の
東
日
本
大
震
災
の
時
、
津
波
警

報
を
最
後
ま
で
続
け
て
大
勢
を
避
難
さ

せ
、
自
分
は
津
波
の
犠
牲
に
な
っ
た
女

性
の
こ
と
が
思
い
浮
か
び
ま
す
。
船
長

た
ち
の
職
業
意
識
・
職
業
倫
理
観
は
言

語
道
断
。
韓
国
大
統
領
は
「
殺
人
に
も

等
し
い
行
為
」
と
批
判
し
ま
し
た
。

さ
て
、
我
が
国
の
議
員
た
ち
の
倫
理

観
は
？
金
権
、利
権
、票
の
獲
得
の
た
め

に
は
労
を
厭
わ
な
い
が
、
弱
者
を
救
い

約
束
を
守
る
努
力
は
如
何
な
も
の
か
？

や
ら
な
い
と
言
っ
て
い
た
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉

で
は
乳
製
品
、
牛
豚
肉
の
関
税
引
き
下

げ
に
譲
歩
し
始
め
ま
し
た
。「
Ｔ
Ｐ
Ｐ

交
渉
に
見
通
し
が
た
っ
た
」
と
始
め
た

か
ら
に
は
、
見
通
し
が
外
れ
た
な
ら
ば

交
渉
を
断
ち
切
る
の
が
道
理
だ
ろ
う
に
。

最
初
か
ら
譲
歩
す
る
こ
と
を
見
通
し
て

い
た
の
だ
ろ
う
か
。
な
ら
ば
国
民
に
対

す
る
詐
欺
行
為
に
等
し
い
。
い
や
、
関

税
を
下
げ
て
も
畜
産
経
営
に
支
障
が
な

い
よ
う
な
次
の
施
策
を
う
た
な
け
れ
ば
、

詐
欺
ど
こ
ろ
か
セ
ウ
ォ
ル
号
の
船
長
と

同
じ
、「
殺
人
に
も
等
し
い
行
為
」
で
あ

る
。
言
語
道
断
。

�

（
忠
九
朗
）

新
む
ら
す
ず
め

�

七
、四
七
四
千
円

牛
海
綿
状
脳
症
対
策
特
別
措
置
法
等

に
基
づ
き
、
二
十
四
か
月
齢
以
上
の
死

亡
牛
の
全
頭
検
査
、
飼
料
中
の
肉
骨
粉

混
入
検
査
等
を
行
い
ま
す
。

十
一　

未
利
用
資
源
畜
産
飼
料
化
関
係

�

一
、一
四
七
千
円

畜
産
物
の
低
コ
ス
ト
生
産
や
資
源
循

環
型
社
会
の
確
立
を
図
る
た
め
、
都
市

の
中
で
生
じ
る
食
品
残
さ
等
未
利
用
資

源
を
利
活
用
し
た
家
畜
に
対
す
る
給
与

試
験
を
行
い
ま
す
。

十
二　

牛
群
能
力
向
上
事
業

�

九
〇
〇
千
円

高
能
力
乳
用
牛
の
効
率
的
な
増
殖
を

図
る
た
め
、
受
胎
子
牛
の
雌
雄
早
期
鑑

定
、
受
精
卵
移
植
技
術
の
活
用
等
を
行

い
ま
す
。

十
三　

畜
産
物
販
売
促
進
事
業
費

�

四
、七
六
三
千
円

県
産
畜
産
物
（
ブ
ラ
ン
ド
）
の
評
価

を
高
め
販
路
拡
大
に
つ
な
げ
る
た
め
、

県
と
生
産
者
団
体
と
で
協
議
会
を
構
成

し
、
新
た
に
畜
産
物
の
「
出
口
戦
略
」

に
取
り
組
み
ま
す
。

ま
た
、
畜
産
技
術
セ
ン
タ
ー
に
お
い

て
開
発
し
て
い
る
本
県
初
の
肉
用
鶏
の

ブ
ラ
ン
ド
化
等
に
取
り
組
み
ま
す
。

十
四　

家
畜
保
健
衛
生
費

�

六
九
、五
〇
三
千
円

家
畜
伝
染
病
の
発
生
予
防
・
ま
ん
延

防
止
・
豚
オ
ー
エ
ス
キ
ー
病
ワ
ク
チ
ン

接
種
経
費
へ
の
助
成
等
、
効
果
的
な
防

疫
体
制
を
推
進
し
ま
す
。ま
た
、農
場
Ｈ

Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
計
画
認
定
制
度
の
推
進
や
動

物
用
医
薬
品
の
適
正
使
用
を
指
導
し
、

畜
産
物
の
安
全
・
安
心
の
確
保
を
図
り

ま
す
。

さ
ら
に
、
高
病
原
性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
や
口
蹄
疫
な
ど
の
重
大
な
家
畜
伝

染
病
に
対
す
る
危
機
管
理
対
策
を
強
化

す
る
た
め
、
家
畜
保
健
衛
生
所
の
検
査

機
器
等
の
整
備
や
防
疫
資
機
材
の
備

蓄
、
実
践
的
な
防
疫
演
習
な
ど
を
実
施

し
ま
す
。

十
五　

畜
産
技
術
セ
ン
タ
ー
費

�

一
〇
五
、〇
八
三
千
円

高
品
質
畜
産
物
の
生
産
技
術
や
要
素

解
析
と
そ
の
品
質
評
価
へ
の
応
用
、
消

費
者
視
点
の
畜
産
物
評
価
、
堆
肥
生
産

に
お
け
る
熱
回
収
及
び
有
効
利
用
技
術

開
発
等
の
試
験
研
究
に
取
り
組
み
ま

す
。

【
参
考
：
平
成
二
十
五
年
度
三
月
補
正
】

◎
降
雪
災
害
緊
急
対
策
費（
畜
産
課
分
）

�

三
四
四
、六
九
一
千
円

今
冬
の
大
雪
に
よ
り
被
災
し
た
畜
産

業
者
に
対
し
、
畜
産
物
の
生
産
に
必
要

な
施
設
等
の
復
旧
及
び
倒
壊
し
た
施
設

等
の
撤
去
等
を
緊
急
的
に
支
援
し
、
被

災
畜
産
農
家
の
経
営
の
維
持
を
図
り
ま

す
。四

月
十
三
日
に
、
熊
本
県
で
高
病
原

性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
発
生
し
、
韓

国
で
発
生
し
て
い
る
ウ
イ
ル
ス
遺
伝
子

型
と
ほ
ぼ
一
致
し
た
と
報
告
が
あ
り
ま

し
た
。
ま
た
、
四
月
に
入
っ
て
か
ら
、

関
東
近
県
で
Ｐ
Ｅ
Ｄ（
豚
流
行
性
下
痢
）

の
発
生
が
急
速
に
拡
大
し
て
い
ま
す
。

感
染
経
路
に
つ
い
て
は
未
だ
特
定
さ

れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
発
生
し
た
農
場
の

話
を
伝
え
聞
く
と
こ
ろ
で
は
、
ウ
イ
ル

ス
は
相
当
強
い
感
染
力
を
持
っ
て
い
る

も
の
と
考
え
ら
れ
、
子
豚
の
被
害
は
甚

大
で
す
。

こ
の
度
、
Ｊ
Ａ
農
畜
産
業
災
害
対
策

本
部
と
本
会
が
連
携
し
て
、
県
内
養
鶏

農
家
と
養
豚
農
家
に
消
石
灰
を
配
布
し

ま
し
た
。

家
畜
飼
養
衛
生
管
理
基
準
を
順
守

し
、
万
全
の
態
勢
で
の
自
主
防
疫
の
再

確
認
な
ど
、
ウ
イ
ル
ス
の
侵
入
防
止
に

努
め
て
頂
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し

ま
す
。�

（
家
畜
衛
生
部
）

『
一
月
及
び
二
月

�

販
売
牛
の
補
填
金
単
価
報
告
』

◎
第
2
業
務
対
象
年
間
第
4
四
半
期

一
月
販
売
牛
補
填
金
単
価

肉
専
用
種�

〇
円

交
雑
種�

四
〇
、七
〇
〇
円

乳
用
種�

四
二
、六
〇
〇
円

★
補
て
ん
金
交
付
日

平
成
二
十
六
年
三
月
二
十
四
日

◎
第
2
業
務
対
象
年
間
第
4
四
半
期

二
月
販
売
牛
補
填
金
単
価

肉
専
用
種�

〇
円

交
雑
種�

四
七
、〇
〇
〇
円

乳
用
種�

五
一
、九
〇
〇
円

★
補
て
ん
金
交
付
日

平
成
二
十
六
年
四
月
二
十
五
日

販
売
報
告
書
は
、
販
売
月
の
翌
月
末

ま
で
に
提
出
し
、
同
時
に
ト
レ
サ
の
転

出
を
完
了
し
て
下
さ
い
。
ト
レ
サ
転
出

が
確
認
で
き
な
い
場
合
に
は
販
売
報
告

書
が
提
出
さ
れ
て
い
て
も
補
填
金
交
付

対
象
か
ら
除
外
さ
れ
ま
す
。

�

（
経
営
指
導
部　

倉
迫
）

～
乳
用
種
に
生
産
者
補
給
金
が
交
付
さ

れ
ま
す
～

平
成
二
十
五
年
度
第
4
四
半
期

（
二
十
六
年
一
～
三
月
）の
指
定
肉
用
子

牛
の
品
種
区
分
ご
と
の
平
均
売
買
価
格

は
次
の
と
お
り
で
し
た
。

黒
毛
和
種�

五
四
二
、五
〇
〇
円

交
雑
種�

三
二
二
、五
〇
〇
円

乳
用
種�

一
五
三
、五
〇
〇
円

黒
毛
和
種
・
交
雑
種
・
乳
用
種
は
保

証
基
準
価
格
、
合
理
化
目
標
価
格
を
共

に
上
回
っ
て
い
る
の
で
、
生
産
者
補
給

金
の
交
付
は
あ
り
ま
せ
ん
。

な
お
、
肉
用
牛
繁
殖
経
営
支
援
事
業

に
関
し
て
は
、「
黒
毛
和
種
」
に
つ
い

て
、
交
付
は
あ
り
ま
せ
ん
。

（
社
団
法
人
神
奈
川
県
肉
用
子
牛
価
格

安
定
基
金
協
会
）

平
成
十
八
年
十
一
月
十
九
日
に
設
立

さ
れ
た
女
性
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
は
、
広

く
県
内
の
畜
産
に
携
わ
る
女
性
の
会
員

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

会
で
は
、
①
情
報
交
換
・
情
報
の
提

供
、
②
技
術
・
経
営
研
修
会
、
③
優
良

事
例
・
関
係
機
関
等
の
視
察
、
④
行

政
・
関
係
団
体
等
と
の
意
見
交
換
会
等

を
年
間
の
行
事
と
し
て
実
施
し
て
お
り

ま
す
。

こ
れ
ら
の
活
動
を
通
し
て
個
々
の
資

質
の
向
上
を
図
り
、
経
営
の
安
定
化
に

繋
げ
、
神
奈
川
の
畜
産
を
も
り
立
て
て

い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

会
費
は
、
年
間
五
千
円
と
し
、
家
族

で
加
入
さ
れ
た
場
合
で
も
一
家
族
五
千

円
と
し
て
い
ま
す
。

都
市
畜
産
の
安
定
経
営
の
維
持
・
振

興
に
は
、
女
性
の
き
め
細
か
い
視
点
で

の
経
営
が
今
ま
で
以
上
に
重
要
に
な
っ

て
き
て
い
ま
す
。
多
く
の
皆
さ
ん
の
参

加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

�

（
総
務
部
）

平
成
二
十
六
年
度
　

県
畜
産
関
係

�

当
初
予
算
の
概
要
に
つ
い
て

新
マ
ル
キ
ン
事
業

肉
用
子
牛
生
産
者
補
給
金
制
度

Ｊ
Ａ
農
畜
産
業
災
害
対
策
本
部
と

畜
産
会
が
連
携
し
て
消
石
灰
配
布

か
な
が
わ
の
畜
産
に
携
わ
る

女
性
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
員
募
集

地方競馬の収益金は畜産振興に役立っています。

日催開馬競崎川
26年5月19日（月）～5月23日（金）
26年6月9日（月）～6月13日（金）

ナイター開催
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ほ
乳
期
の
混
合
飼
育
が
ほ
乳
期
及
び

　
　
　
　
　
　
　
離
乳
後
の
子
豚
に
与
え
る
影
響

研究情報
は
じ
め
に

家
畜
の
管
理
に
は
飼
養
衛
生
管
理
基

準
や
関
連
法
規
の
遵
守
が
必
要
と
な
っ

て
い
ま
す
。
一
方
で
は
、『
ア
ニ
マ
ル
ウ

ェ
ル
フ
ェ
ア
の
考
え
方
に
対
応
し
た
豚

の
飼
養
管
理
指
針
（
Ａ
Ｗ
管
理
指
針
）』

と
い
う
取
り
組
み
も
あ
り
、
こ
の
中
で

は
「
家
畜
を
快
適
な
環
境
で
飼
う
こ
と

は
、
家
畜
が
健
康
で
あ
る
こ
と
に
よ
る

安
全
・
安
心
な
畜
産
物
の
生
産
」
に
つ

な
が
り
、「
家
畜
の
持
っ
て
い
る
能
力
を

最
大
限
に
発
揮
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、

生
産
性
の
向
上
」
に
も
結
び
つ
く
と
し

て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
私
た
ち
は
飼
養
管
理
の
中

に
家
畜
の
ス
ト
レ
ス
を
減
ら
す
と
い
う

考
え
方
を
取
り
入
れ
る
た
め
、
平
成

二
十
年
か
ら
二
十
四
年
ま
で
豚
の
快
適

性
に
関
す
る
試
験
に
取
り
組
ん
で
き
ま

し
た
。

調
査
の
目
的

離
乳
は
母
と
の
離
別
、
分
娩
豚
舎
か

ら
離
乳
豚
舎
へ
の
移
動
、
群
の
再
編
成

を
行
う
場
合
に
は
他
個
体
と
の
遭
遇

等
、
子
豚
の
置
か
れ
る
環
境
が
大
き
く

変
化
す
る
た
め
、
豚
の
飼
養
管
理
に
お

い
て
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
の
一
つ
に
な
っ

て
い
ま
す
。
Ａ
Ｗ
管
理
指
針
に
お
い
て

も
、「
離
乳
は
子
豚
に
と
っ
て
大
き
な
ス

ト
レ
ス
と
な
る
た
め
、 

離
乳
子
豚
へ
の

影
響
が
最
小
と
な
る
よ
う
配
慮
す
る
必

要
が
あ
る
。」
と
位
置
づ
け
て
い
ま
す
。

今
回
、
私
た
ち
は
群
の
再
編
成
の
際

の
子
豚
の
ス
ト
レ
ス
を
減
ら
す
た
め
、

ほ
乳
期
に
複
数
の
腹
を
混
合
し
て
飼
育

す
る
こ
と
が
ほ
乳
期
や
離
乳
期
の
群
編

成
時
の
ス
ト
レ
ス
の
減
少
に
つ
な
が
る

か
（「
快
適
性
」）、
ま
た
、
発
育
や
事

故
率
等
に
ど
の
よ
う
に
影
響
を
与
え
る

か
（「
生
産
性
」）
に
つ
い
て
調
査
し
ま

し
た
の
で
紹
介
し
ま
す
。

な
お
、
不
快
な
と
き
に
見
ら
れ
る
闘

争
行
動
や
尾
か
じ
り
、
耳
か
じ
り
と
い

っ
た
異
常
行
動
の
発
現
割
合
や
、
本
来

正
常
な
行
動
と
し
て
お
こ
な
わ
れ
る
摂

食
、
休
息
な
ど
の
個
体
を
維
持
す
る
行

動
へ
の
影
響
に
つ
い
て
麻
布
大
学
と
共

同
で
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

○
調
査
の
概
要

調
査
は
神
奈
川
県
畜
産
技
術
セ
ン
タ

ー
の
分
娩
豚
舎
と
離
乳
豚
舎
で
平
成

二
十
三
年
～
二
十
四
年
の
二
年
間
実
施

し
ま
し
た
。
調
査
は
ほ
乳
期
と
離
乳
期

に
わ
け
て
行
い
ま
し
た
。

○
快
適
性
に
関
す
る
調
査

行
動
調
査
は
、
ほ
乳
期
は
一
、二
、三

週
齢
時
に
、
離
乳
期
は
、
五
、六
、七
、八

週
齢
時
に
午
後
一
時
か
ら
四
時
ま
で
の

三
時
間
、
群
別
、
観
察
日
別
に
五
分
間

隔
で
個
体
維
持
行
動
と
異
常
行
動
の
回

数
を
集
計
し
行
動
の
発
現
割
合
を
算
出

し
ま
し
た
。
闘
争
や
他
個
体
へ
の
攻
撃

と
い
っ
た
敵
対
行
動
は
同
腹
間
、
異
腹

間
で
調
査
し
ま
し
た
。
外
皮
損
傷
は
、

行
動
調
査
の
前
に
各
個
体
の
傷
の
数
を

数
え
、
傷
の
数
で
レ
ベ
ル
を
四
段
階
に

わ
け
て
割
合
を
算
出
し
ま
し
た
。

○
生
産
性
に
関
す
る
調
査

体
重
測
定
は
試
験
期
間
中
、
毎
週
行

い
推
移
を
見
る
と
同
時
に
試
験
期
間
中

の
日
増
体
量
を
算
出
し
ま
し
た
。
飼
料

摂
取
量
は
試
験
期
間
中
の
給
与
量
と
残

飼
量
か
ら
算
出
し
ま
し
た
。
治
療
の
割

合
は
試
験
期
間
中
の
治
療
の
べ
頭
数
と

飼
育
の
べ
頭
数
よ
り
算
出
し
ま
し
た
。

生
存
個
体
数
は
開
始
時
の
頭
数
と
終
了

時
の
頭
数
に
よ
り
算
出
し
ま
し
た
。

Ⅰ　
ほ
乳
期
の
混
合
飼
育
が
ほ
乳
子
豚

に
与
え
る
影
響

隣
接
し
た
二
つ
の
分
娩
豚
房
に
お
い

て
、
試
験
区
は
、
生
後
二
日
以
内
に
間

の
隔
柵
を
取
り
除
き
ほ
乳
子
豚
が
自
由

に
行
き
来
で
き
る
よ
う
な
飼
育
環
境
で

混
合
飼
育
を
行
い
、
対
照
区
は
従
来
ど

お
り
一
腹
ず
つ
隔
柵
し
た
飼
育
環
境
で

飼
育
し
、
試
験
区
と
対
照
区
の
ほ
乳
子

豚
の
行
動
、
発
育
等
を
比
較
し
、
混
合

飼
育
が
ほ
乳
子
豚
へ
与
え
る
影
響
を
調

査
し
ま
し
た
（
分
娩
豚
房
2
・
1
ｍ
×

1
・
8
ｍ
、
図
1
）。

一
回
の
試
験
に
は
試
験
区
二
腹
、
対

照
区
二
腹
の
合
計
四
腹
を
用
い
ま
し

た
。
試
験
豚
は
ラ
ン
ド
レ
ー
ス
種
と
大

ヨ
ー
ク
シ
ャ
ー
種
を
用
い
、
試
験
区
及

び
対
照
区
の
二
腹
は
同
品
種
、
近
い
産

歴
の
個
体
を
選
び
ま
し
た
。

調
査
期
間
は
分
娩
豚
房
で
飼
育
す
る

一
週
齢
～
五
週
齢
の
間
と
し
（
四
週
齢

で
離
乳
）、九
回
繰
り
返
し
行
い
ま
し
た
。

○
快
適
性
に
関
す
る
調
査

同
腹
間
の
子
豚
に
対
す
る
敵
対
行
動

の
発
現
割
合
は
、
試
験
区
と
対
照
区
に

有
意
差
は
認
め
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

試
験
区
内
の
同
腹
間
と
異
腹
間
で
は
、

異
腹
に
対
す
る
敵
対
行
動
が
同
腹
よ
り

有
意
に
多
く
見
ら
れ
ま
し
た
（P

＜
0.05

、
図
2
）。
こ
の
こ
と
か
ら
、
ほ
乳

子
豚
は
異
腹
の
子
豚
を
認
識
し
て
い
る

と
考
え
ら
れ
ま
し
た
。

外
皮
損
傷
の
割
合
は
、
試
験
区
は
対

照
区
に
比
べ
損
傷
な
し
レ
ベ
ル
の
割
合

が
少
な
く
、

特
に
二
週
齢

に
お
い
て
有

意
差
が
認
め

ら
れ
ま
し

た
。
損
傷
の
あ
る
も
の
は
試
験
区
が
多

く
見
ら
れ
ま
し
た
が
損
傷
あ
り
レ
ベ
ル

で
は
有
意
差
は
認
め
ら
れ
ま
せ
ん
で
し

た
。
ほ
乳
期
の
傷
は
浅
い
も
の
が
多
く

み
ら
れ
ま
し
た
（
表
1
）。

休
息
、
吸
乳
、
採
食
と
い
っ
た
個
体

維
持
行
動
や
尾
か
じ
り
、
耳
か
じ
り
と

い
っ
た
他
個
体
を
傷
つ
け
る
失
ぎ
行
動

は
試
験
区
と
対
照
区
の
間
に
有
意
な
差

は
認
め
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

○
生
産
性
に
関
す
る
調
査

一
週
齢
か
ら
五
週
齢
ま
で
の
増
体

重
、
代
用
乳
の
摂
食
量
に
有
意
差
は
認

め
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
（
表
2
）。
試

験
期
間
中
、
秋
季
の
一
試
験
期
間
で
下

痢
が
発
生
し
抗
生
剤
投
与
で
治
療
・
予

防
を
行
い
ま
し
た
が
、
治
療
個
体
の
割

合
に
有
意
差
は
認
め
ら
れ
ま
せ
ん
で
し

た
。
事
故
は
す
べ
て
生
後
一
週
間
以
内

の
圧
死
、
虚
弱
豚
の
へ
い
死
で
、
生
存

率
に
有
意
差
は
認
め
ら
れ
ま
せ
ん
で
し

た
。

○
吸
乳
行
動

生
後
二
日
以
内
に
混
合
し
た
場
合
で

も
異
な
る
母
豚
か
ら
吸
乳
す
る
個
体
は

一
～
三
頭
の
み
で
、
多
く
の
子
豚
は
自

身
の
母
豚
か
ら
吸
乳
し
、
自
身
の
母
豚

と
異
な
る
母
豚
の
両
方
を
行
き
来
し
吸

乳
す
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。

以
上
か
ら
、ほ
乳
期
の
混
合
飼
育
は
、

異
腹
豚
へ
の
敵
対
行
動
の
増
加
や
傷
の

あ
る
子
豚
の
数
は
増
え
ま
す
が
、
生
産

性
や
個
体
維
持
行
動
に
ま
で
影
響
は
与

え
な
い
と
考
え
ら
れ
ま
し
た
。

Ⅱ　
ほ
乳
期
の
混
合
飼
育
が
離
乳
子
豚

に
与
え
る
影
響

ほ
乳
期
に
混
合
飼
育
を
行
っ
た
試
験

区
と
対
照
区
を
離
乳
豚
舎
に
移
動
し
て

せ
ん
で
し
た
（
表
5
）。

離
乳
期
に
群
の
再
編
成
を
行
っ
た
場

合
、
混
合
し
た
直
後
に
敵
対
行
動
が
多

く
、
外
皮
損
傷
の
あ
る
個
体
が
多
く
な

り
、
個
体
維
持
行
動
に
も
影
響
が
あ
る

と
考
え
ら
れ
ま
し
た
。

ま
と
め

群
の
再
編
成
を
行
う
場
合
の
ス
ト
レ

ス
を
軽
減
す
る
た
め
、
生
後
二
日
以
内

の
ほ
乳
期
に
混
合
飼
育
を
行
う
場
合

と
、
離
乳
後
に
混
合
す
る
場
合
を
比
較

し
た
と
こ
ろ
、ほ
乳
期
の
混
合
飼
育
は
、

ほ
乳
期
の
敵
対
行
動
は
増
加
さ
せ
ま
し

た
が
、
離
乳
後
の
群
再
編
成
の
敵
対
行

動
を
減
少
さ
せ
ま
し
た
。
外
皮
損
傷
で

は
、
ほ
乳
期
は
敵
対
行
動
が
多
く
見
ら

れ
た
に
も
関
わ
ら
ず
大
き
な
損
傷
が
見

ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
個
体
に
大

き
な
影
響
を
与
え
ず
、
離
乳
後
の
外
皮

損
傷
を
減
少
さ
せ
ま
し
た
。
ま
た
、
ほ

乳
期
に
混
合
し
た
場
合
に
は
維
持
行
動

に
影
響
は
み
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

離
乳
期
に
混
合
し
た
場
合
に
は
維
持
行

動
に
影
響
を
与
え
ま
し
た
。
混
合
飼
育

の
生
産
性
へ
の
影
響
は
見
ら
れ
ま
せ
ん

で
し
た
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
生
後
二
日
以
内

の
混
合
飼
育
は
離
乳
後
の
敵
対
行
動
と

外
皮
損
傷
を
大
き
く
減
少
さ
せ
た
こ
と

か
ら
、群
の
再
編
成
を
行
う
場
合
に
は
、

早
く
か
ら
混
合
し
た
ほ
う
が
子
豚
へ
の

ス
ト
レ
ス
が
少
な
く
な
る
と
考
え
ら
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
今
回
行
っ
た
ほ
乳
期

の
混
合
飼
育
は
、
隔
壁
を
除
去
と
い
う

豚
房
の
構
造
を
大
き
く
変
え
る
こ
と
な

く
子
豚
の
「
快
適
性
」
を
向
上
さ
せ
る

方
法
の
一
つ
と
な
る
可
能
性
が
考
え
ら

れ
ま
し
た
。

（
神
奈
川
県
畜
産
技
術
セ
ン
タ
ー

企
画
指
導
部
企
画
研
究
課

�

西
田
浩
司
）

僕
の
町
に
も
牛
が
い
る
。

私
の
町
に
も
豚
・
鶏
が
い
る
。

そ
れ
を
育
て
る
人
々
が
い
る
。

　

平
成
二
十
六
年
度
は
、
全
国
各
地
で

の
Ｐ
Ｅ
Ｄ
流
行
、
熊
本
県
で
の
高
病
原

性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
発
生
と
波
乱
の

幕
開
け
で
し
た
が
、
早
一
ヶ
月
、
新
緑

が
美
し
い
季
節
と
な
り
、
各
地
で
さ
ま

ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
が
開
か
れ
て
い
ま

す
。

　

さ
て
、
私
が
県
職
員
と
し
て
最
初
に

配
属
さ
れ
た
畜
産
試
験
場
（
当
時
・
以

下
畜
試
）
で
、
ま
ず
、
携
わ
っ
た
仕
事

に
「
か
な
が
わ
の
畜
産
の
Ｐ
Ｒ
」
が
あ

り
ま
し
た
。

　

畜
試
に
は
、
当
時
も
県
内
各
地
の
小

学
校
か
ら
大
勢
の
こ
ど
も
た
ち
が
見
学

に
き
て
い
ま
し
た
。
子
ど
も
向
け
の
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
を
作
成
し
、
豚
舎
や
牛
舎

を
案
内
す
る
と
、は
じ
め
は
、「
ク
サ
イ
・

キ
タ
ナ
イ
」
と
騒
い
で
い
た
ワ
ン
パ
ク

も
、
子
豚
を
抱
き
、
そ
の
ぬ
く
も
り
を

感
じ
る
に
つ
れ
、「
カ
ワ
イ
イ
」
と
目

を
輝
か
せ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
見
学
者
は
こ
ど
も
だ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
お
腹
の
大
き
な
乳
牛
を

み
て
、「
え
ー
、
こ
の
牛
、
妊
娠
し
て

る
の
？
目
立
た
な
く
て
イ
イ
ナ
！
」
と

い
う
女
子
高
校
生
や
、
種
雄
豚
の
立
派

な
○
○
を
み
て
、「
ス
ゴ
ー
イ
！
」
と

嘆
声
を
あ
げ
る
主
婦
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
反
応
が
返
っ
て
き
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
秋
に
は
、
畜
試
も
施
設
公
開

し
よ
う
と
、「
家
畜
と
ふ
れ
あ
う
集
い
」

が
企
画
さ
れ
ま
し
た
。
研
究
員
だ
け
で

な
く
、
事
務
や
現
業
の
人
た
ち
と
一
緒

に
取
組
み
、「
ハ
ッ
チ
し
た
ば
か
り
の

ヒ
ヨ
コ
を
見
せ
よ
う
」、「
大
型
ト
ラ
ク

タ
ー
を
試
乗
さ
せ
よ
う
」
な
ど
と
様
々

な
ア
イ
デ
ア
が
出
さ
れ
、好
評
を
博
し
、

今
日
の
「
か
な
が
わ
畜
産
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
」
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

　

と
こ
ろ
で
、
現
在
、
世
界
的
に
畜
産

の
企
業
化
が
進
み
、
メ
ガ
フ
ァ
ー
ム
な

ど
で
は
、
工
場
の
よ
う
な
畜
舎
で
、
品

種
改
良
さ
れ
た
家
畜
た
ち
が
ま
る
で
、

高
性
能
マ
シ
ー
ン
の
よ
う
に
大
量
の

卵
・
乳
・
肉
を
生
産
し
続
け
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
一
般
の
人
々
に
と
っ
て
、
生

産
現
場
は
遠
く
な
り
ま
し
た
。
冷
蔵
庫

に
パ
ッ
ク
詰
め
さ
れ
た
牛
乳
や
食
肉
、

鶏
卵
が
な
ら
ん
で
い
て
も
、
身
近
に
家

畜
た
ち
の
姿
を
み
る
機
会
は
な
く
、
今

で
は
、
牛
は
、
大
人
に
な
る
と
子
牛
を

産
ま
な
く
て
も
、
乳
が
で
る
と
思
っ
て

い
る
人
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　

一
方
、「
か
な
が
わ
の
畜
産
」
は
、

横
浜
開
港
と
と
も
に
始
ま
る
長
い
歴
史

を
も
ち
、
現
在
活
躍
し
て
い
る
生
産
者

は
少
数
精
鋭
、高
い
技
術
力
を
誇
っ
て
、

都
市
部
に
あ
り
な
が
ら
、
百
万
人
分
以

上
の
牛
乳
・
鶏
卵
、
五
十
万
人
分
以
上

の
豚
肉
を
生
産
し
て
い
ま
す
。

　

ま
さ
に
、
僕
の
町
に
も
牛
が
い
る
。

私
の
町
に
も
豚
、
鶏
が
い
る
。
そ
れ
を

育
て
る
人
々
が
い
る
。
そ
れ
が
「
か
な

が
わ
の
畜
産
」の
魅
力
だ
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
神
奈
川
県
は
人
口
九
百
万
を

超
え
る
大
消
費
地
で
あ
り
、
県
内
の
生

産
者
は
、「
都
市
と
共
存
す
る
畜
産
」

の
強
み
を
活
か
し
、
地
場
販
売
や
ふ
れ

あ
い
イ
ベ
ン
ト
等
を
通
じ
て
、
地
域
の

人
々
に
「
か
な
が
わ
の
畜
産
」
の
よ
さ

を
Ｐ
Ｒ
し
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
家
畜
と
ふ
れ
あ
い
、
そ
の

姿
を
身
近
に
見
た
地
域
の
人
々
は
、
命

の
大
切
さ
、
そ
の
営
み
の
不
思
議
を
感

じ
、
単
な
る
「
消
費
者
」
か
ら
、
畜
産

の
よ
き
理
解
者
と
な
り
、
い
わ
ば
「
か

な
が
わ
の
畜
産
」
の
フ
ァ
ン
に
な
り
ま

す
。
実
は
、
私
の
娘
た
ち
も
、
か
な
が

わ
の
牛
乳
で
育
ち
、か
な
が
わ
の
豚
肉
、

タ
マ
ゴ
の
大
フ
ァ
ン
で
、
そ
れ
は
、
孫

に
も
引
き
継
が
れ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
フ
ァ
ン
と
な
っ
た
人
々
は

県
内
産
畜
産
物
を
高
く
評
価
し
て
、
顧

客
と
な
り
、「
か
な
が
わ
の
畜
産
」
を

支
え
て
く
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
が
、「
か
な
が
わ
の
畜
産
の
強

み
」
で
あ
り
、
地
域
の
人
々
に
支
持
さ

れ
て
い
る
限
り
、
や
す
や
す
と
衰
退
す

る
こ
と
は
な
い
と
自
負
し
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
秋
に
開
催
さ
れ
、
大
盛

況
だ
っ
た
「
か
な
が
わ
畜
産
フ
ー
ド
コ

レ
ク
シ
ョ
ン
」
が
、
今
年
は
規
模
を
拡

大
し
、
六
月
一
日
に
県
庁
周
辺
で
開
催

さ
れ
る
予
定
で
す
。

　
「
か
な
が
わ
の
畜
産
」
の
魅
力
を
、

よ
り
多
く
の
県
民
が
知
り
フ
ァ
ン
と

な
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
そ

の
未
来
は
決
し
て
暗
い
も
の
で
は
な
い

と
信
じ
て
い
ま
す
。

（
湘
南
家
畜
保
健
衛
生
所　

稲
垣
靖
子
）

か
ら
調
査
を
行
い
ま
し
た
。
試
験
区
は

混
合
し
た
腹
の
う
ち
一
腹
六
～
八
頭
ず

つ
十
四
～
十
六
頭
に
な
る
よ
う
に
選
抜

し
、
対
照
区
は
単
房
飼
育
の
二
腹
か
ら

同
様
に
選
抜
・
混
合
し
離
乳
豚
舎
へ
移

動
し
ま
し
た
（
離
乳
豚
房
3
・
8
ｍ
×

1
・
7
ｍ
、
一
部
ス
ノ
コ
床
2
・
5
㎡
、

図
3
）。

豚
房
移
動
・
群
の
再
編
制
を
行
っ
た

後
の
子
豚
の
行
動
、
発
育
等
に
ど
の
よ

う
に
影
響
を
与
え
る
か
調
査
し
ま
し

た
。調

査
期
間
は
、
離
乳
豚
房
で
飼
育
す

る
五
週
齢
～
八
週
齢
と
し
、
八
回
繰
り

返
し
行
い
ま
し
た
。

○
快
適
性
に
関
す
る
調
査

同
腹
間
の
子
豚
に
対
す
る
敵
対
行
動

は
試
験
区
と
対
照
区
は
同
様
の
発
現
割

合
が
見
ら
れ
ま
し
た
が
、
異
腹
間
の
子

豚
に
対
す
る
敵
対
行
動
は
、
五
週
齢
で

対
照
区
が
試
験
区
よ
り
有
意
に
多
く
見

ら
れ
ま
し
た
（P

＜
0.05

、
図
4
）。

外
皮
損
傷
数
レ
ベ
ル
別
に
個
体
数
の

割
合
を
示
す
と
、
五
週
齢
の
試
験
区
で

損
傷
な
し
レ
ベ
ル
の
個
体
が
有
意
に
多

く
、
1
～
5
個
の
損
傷
あ
り
レ
ベ
ル
の

割
合
が
有
意
に
少
な
く
み
ら
れ
ま
し
た

（P
＜
0.01

、
表
3
）。
ま
た
、
離
乳
期

に
は
傷
が
11
～
15
個
の
損
傷
が
あ
る
子

豚
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

五
週
齢
の
個
体
維
持
行
動
の
発
現
割

合
は
、
試
験
区
は
対
照
区
に
く
ら
べ
、

摂
食
が
有
意
に
少
な
く
（P

＜
0.05

、表

4
）
休
息
が
多
い
傾
向
が
み
ら
れ
ま
し

た
（P

＜
0.1

）。

○
生
産
性
に
関
す
る
調
査

一
日
平
均
増
体
重
、
飼
料
摂
取
量
に

有
意
差
は
認
め
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

試
験
期
間
中
に
治
療
は
実
施
し
ま
せ
ん

で
し
た
。
生
存
率
に
差
は
認
め
ら
れ
ま

家
保
だ
よ
り

図１　試験区の概要（ほ乳期） 図２　ほ乳期の敵対行動の発現割合（平均値）

図３　試験区の概要（離乳期） 図 4　離乳期の敵対行動の発現割合（平均値）

表１　ほ乳期の外皮損傷レベル別の割合（平均値）

表２　ほ乳期の生産性

表５　離乳期の生産（平均値）

表３　離乳期の外皮損傷レベル別の割合（平均値）

表４　個体維持行動の発現割合（平均値）

（麻布大学）


